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C－61 を珍菓尊,-つ,ヽマ。一考糸

募立新潟如咳刄山崎応争

川本家政学会

　回的我々は痍さて塵路していく中て侈･この莱的体験をif^が，それらは人の･Wを

い^ダ,垂。芙的謀拠を内乞しているのではないヵヽ。水瘤義眼が衷の存蓉礦匯の中でヽ鎚ヽ

められゐかﾐ多々ヽ･ま額鳶てリ)ろ,りが，乙りゐえ・私易£まと りてみ尺。

　方歳誦支蔀畑らぴ'に制作俤勅ｲ本験を｡i いこ考癩レ尽。

　締釆一報に巣・橘蔵に属^るヽむの＼り3., 詞瓢儀し貳・)理念ヽの鶯吃を目約とし代

衣術t. が貧・られていゐ札貳は戚溥的将政で･かぺ人の席概の友自エしダ)て応り立

っも/)て'hoてjり･れば，もし人が衣術。嫡咄をこえr-Q弗嶮路・呼に義き為し*,とし

n ら攻法芙(ぶその尽菰^る場をむつこと.･こなると庖われる。麿嵐りヽ') かえってみて

も, 亥術。概念。iS夕卜つ< ')出さil(＼卜ij。。申＼'^^M廬,の失が脊振している。宕汁)

ち機能沁^^造形匍で^れ。旬律的に軋を追卓｀しn 衣術tりれ。同様に水溥東唇・対象，

いがりふ乙為七る，

　しとむそれらは導体佃体if<集約四ゐわけで■fi/cfく。人,'芙吻帥μひさ狛べ

ゼ:ね低め口工何,と,炉。參因乞内乞していrぷけれ{おぶ印ぶい。創綻物Gエいずれも様々な

剃約に掬乗さればがhoくられるが,廠峰老が･それをも分に･^ヽまえ。そ。エr4

る劇症を間に自己，輔神を浸透ぐせ政避バ軋照考・)武蔵i呼す，それが菓的扨拠乙な

るﾀﾞ･で･はないだ‘わわがヽ。創妓空筒。欠小や制逐rs吏る契ｷ吹は爽細翁む刄き剥見公^ヽ

しも池刺^ず，穴だ, £竃きて産繕している劇る禰し冬凌ずる側と丿り師ト女襖j。

々りエじめて芙ば,生れうると｡考える。

C-62フランスの匍む知介見弓良禽嫌々ついて一ノヲぶか年を牛だ1･にー
　　　大.分欠敏､有　　　鰐も　久亀

　目的　ここ軟jF未肺葉達形の上≒､ノ？Ji夕M碓匍即ち、「アーいず●」の製飾魅覚

わ帖糾隨ろうとしZ ＼)る。この現象は、嶮舛あの虻量雀産を目や几耘機械工寮生1
rこい者ド・の良一惟に好t う趣舌反赳ヒしz気現しぢものざあり、業飾を琳除舌軋し

ハとしだ機貼ｊ

に八紬ぢめが靭絆謁W、ｴｰ竃^亀幌瞰ぺ調和の中ざメ向紳陣憧を､時隻恬

に雍儡有?零力作や句匹なさ帆弓べ十ぞ勧い叫、ち、向われいI ^。今回ゆ、フラ

ンスの／タ^か^荊泳をたガね、壌綿催の丼フ巣t我の倒君を明5 -b咋I ぢ。
　いい心眼建亀亀椚叫、塀令履(T)分野丿特徴あ班のを賃料八ヽ吋刑

と旁々、ろの芙蚕蛾の鋤戯を試みを。
　糾栗鉄骨を入れた二目しノゼヽ叶晋吸だし、単純なシ)レX.ヽ叶を創･湊む砂鴎鴛今

を片Z斥例つだﾊﾟﾘ)ギヂイヶ― 出－いやフレの作to fこぶっｚ、晰嘔+ 包上ぱ
ーつの轄換期何もたらわ

を片Z斥例つだﾊﾟ1) (7)デザイケ- ダーいやフレの作為rこぶつz、峰呼

V+

り回上ぱ

一つの糾換刻蛸゛もたちか

こ･又｣の激現kなつヽ乙、屁気的池勣べが

ダラーラインと雅ろ。こ､の嗅　ﾊ・･)は臓口iンフのハ"7スト未り、黒人芸吻糾

伐の廉が衷仰櫨心政｀乙ヽ枝専(7)折琳歓苛蛮り燎色の4入いうやり碑をも以

し瓢。ドヤリず吽、ﾌﾟ' D b°3.ウスにぶ引呻ハウス悩吻教･ト”期をーぱし乙年わ礼

-t 0け=のづあ^祠｀、ノ？2. か斗格式呼、家作iv.荊の參無ね吠j＆、この｀燥に押頭にく

同


